
漢字の覚え方 學燈社 熟語編 読み方によって意味の異なる熟語 

悪性（アクショウ）心や行ないの悪いこと。 

例 悪性な女 

（アクセイ）たちの悪いこと。 例 悪

性の感冒 

一定（イチジョウ）必定
ヒツジョウ

。必ずそうなると決ま

っていること。 

（イッテイ）ある決まった状態。 例 一

定の分量 

一途（イチズ）ひたむき。 例 一途な性質 

（イット）①一つの道。同じ方針。 例 

政令一途に出
い

づ ②ただそればかり。 

例 悪化の一途をたどる 

一品（イッピン）①一つの品。 例 一品料

理 ②最上の品 例 天下一品 

（イッポン）親王の位階。 例 一品親

王 

上手（うわて）①上のほう。 ②人よりすぐ

れていること。 例 一枚上手 

（かみて）①上座のほう。 ②舞台の

向かって右のほう。 

尾鰭
×

（おひれ）尾とひれ。 例 尾鰭をつけ

る（話を大きくすること） 

（おびれ）魚の鰭のうち後尾にある

物。 

化生（カセイ）生物の器官の形状や機能が

ふつうと大いに変わること。 

（ケショウ）母親から生まれるのでなく、

自然に生ずること。また“ばけもの”の

意味にも使う。 

堪能（カンノウ）物事によく熟達していること。

じようず。 

（タンノウ）①カンノウと同じ。 例 書

に堪能だ ②満足。 例 じゆうぶん

堪能した 

気色（キショク）心に思っていることが顔に

現われた様子。顔色。また気分。 

（ケシキ）ある状態。様子。また、兆

候。 

形相（ギョウソウ）顔かたち。様子。 

（ケイソウ）①形、有様。 ②形式。 

経典（キョウテン）宗教の教理を説いた本。

お経の本。 

（ケイテン）①聖賢の著述した書物。

四書五経
キョウ

など。 ②経典
キョウテン

。 

切羽（きりは）鉱石・石炭などの採掘場。 

（セッぱ）刀のつばの両面に添えてあ

る薄い小さい金具。 

苦汁（クジュウ）苦
にが

い汁
しる

、ひどい目にあうこ

とを「苦汁を飲まされる」という。 

（にがり）食塩が温気を吸って溶けると

きにできる苦い液体。豆腐製造に使

う。 

血脈（ケチミャク）師の坊から弟子
デ シ

に授ける

法統。 

（ケツミャク）①血管。 ②血統（血す

じ）。 


